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下水道料金を値上げする条例改正案 
（合併協議会の調整方針に反し、旧中主町で8.4％、旧野洲町で9.5％の値上げ） ● ● ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

アメリカ産牛肉の輸入再開を行わないよう求める意見書 
（検査体制、安全対策が実施されない限り、輸入再開を行わないことを求めたもの） ○ ○ ● ● ○ ● 一 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

人権尊重のまち尊重に関する決議 
（同和行政の存続を前提としたもの） ● ● ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平和都市宣言に関する決議 
（核兵器の廃絶と非核三原則の堅持を盛り込んだ宣言） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
 

議 
 

長 

共＝日本共産党議員団（２名）、豊＝豊政会（保守自民党で構成１５名）、ネ＝ネットワーク野洲（５名）、公＝公明党（2名） 

 

○＝賛成 ●＝反対 一＝欠席 

「赤旗」日曜版、1月1日号と1月7日号は合併号でお届けします。
よって、7日号の配達はありません。引き続きましてご購読をよろ
しくお願い申し上げます。 

 12 月定例市議会は 22 日に閉会されました。日本共産党野洲市議会議員団は、来年度の予算を市民の暮ら
し優先に編成することを求め、介護保険料・利用料や国保税・医療費の減額免除の実施などを求めました。 

12 月定例市議会の報告は、引き続
き、「やす民報」でお知らせします。

 日本共産党市議団は、高い介護保険料・利用料、国保税の引き

下げと減額免除制度の実施を求めました。野洲市の介護保険料は

県下市町で一番高いものです。野並市議は、ホテルコストで高負

担となった利用料の補助実施を求めました。しかし、答弁では、

国の制度改悪を追認し、「受益者負担」を強調しました。小菅市議

は、国保税の一世帯 10000円の引き下げ、国保医療費の減額免除
制度の実施を求めました。答弁では、「引き下げる状況にはない」

と拒否。医療費の減免制度については、「今後、一定の方向性を出

していきたい」として、検討していくことを明らかにしました。

 
 
 
下水道料金の値上げがされました。旧中主町では 8･4％、旧野洲
町では 9･5％もの値上げです。合併協議会の「調整方針」では、
値上げを伴わない「料金統一」を決めていました。にもかかわら

ず、この約束に反しての値上げは許されません。  


